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平成１９年度
一般会計外５特別会計決算認定
中学校の耐震化・こども園整備

決
算
審
査
特
別
委
員
会

審
査
結
果
報
告

委
員
長	

東
條
勝
昭

　

平
成
20
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
19
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
平
成
19
年

度
各
会
計
決
算
を
認
定
、
提
出
さ
れ
た
５
議
案
を
質

疑
の
後
、
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
３
議
員
が
行
い
町
政
の
課
題
を
問

い
ま
し
た
。

〇
審
査
の
対
象

　

平
成
19
年
度
一
般
会
計

外
５
特
別
会
計
決
算

〇
審
査
の
方
針
と
方
法

　

予
定
さ
れ
た
事
務
事
業

が
計
画
ど
お
り
執
行
さ
れ

た
か
、
ま
た
効
果
な
ど
に

つ
い
て
、
各
常
任
委
員
会

所
管
の
事
務
事
業
の
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

〇
指
摘
要
望
事
項

一
、
町
税
等
の
滞
納
額
の

解
消
と
、
徴
収
率
の
向

上
に
努
力
を
さ
れ
て
い

る
が
、
唯
一
の
自
主
財

源
を
で
き
る
だ
け
確
保

す
る
た
め
に
、
ま
た
、

負
担
公
平
の
原
則
に
立

ち
、
引
き
続
き
納
税
者

へ
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
積

極
的
な
徴
収
に
努
め
ら

れ
た
い
。

二
、
財
政
健
全
化
法
に
定

め
ら
れ
た
健
全
化
判
断

比
率
は
、
政
令
で
定
め

る
基
準
値
を
下
回
っ
て

　

９
月
議
会
に
お
い
て
審

査
を
付
託
さ
れ
た
平
成
19

年
度
各
会
計
決
算
は
、
次

の
指
摘
要
望
事
項
を
付
し

て
原
案
の
と
お
り
認
定
す

る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

い
る
が
、
財
政
が
よ
り

硬
直
化
の
傾
向
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
も
引

き
続
き
経
常
経
費
や
義

務
的
経
費
の
抑
制
に
努

め
、
さ
ら
な
る
効
率
的

な
行
財
政
運
営
に
努
め

ら
れ
た
い
。

反
対
討
論

市
原
時
夫
議
員

　

２
度
目
の
長
生
郡
市
合

併
協
議
会
が
解
散
さ
れ
た

件
で
「
無
駄
で
は
な
か
っ

た
」
と
、
一
言
で
は
済
ま

さ
れ
な
い
と
思
う
。

　

今
後
は
、
自
治
発
展
の

新
た
な
可
能
性
を
生
か
し
、

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

姿
勢
が
、
求
め
ら
れ
た
の

で
は
な
い
か
。

　

農
業
活
性
化
や
、
中
学

決

算

に

対

す

る

討

論

一
　
般
　
会
　
計

賛
成
討
論

中
村
義
德
議
員

　

地
方
自
治
体
に
お
け
る

財
源
が
非
常
に
厳
し
い
中
、

町
全
域
を
対
象
と
し
た
農

地
・
水
・
環
境
保
全
向
上

対
策
事
業
の
農
地
環
境
対

策
。

　

健
康
生
活
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
事
業
の
町
民
の
健
康

生
活
支
援
。

　

幼
稚
園
と
保
育
所
双
方

の
利
点
を
生
か
し
た
こ
ど

も
園
な
ど
子
育
て
支
援
。

　

教
育
施
設
の
耐
震
補
強

工
事
の
実
施
や
安
全
対
策

等
を
、
積
極
的
に
推
進
さ

れ
て
き
た
こ
と
な
ど
を
評

価
し
賛
成
で
す
。

エアコンが設置された睦沢中学校職員室

健康生活コーディネート事業（ウエストヘるス塾）

校
の
耐
震
化
、

子
育
て
支
援
等

は
評
価
で
き
る

が
、
住
民
の
暮

ら
し
を
追
い
込

ん
で
い
る
問
題

を
、
町
が
で
き

る
範
囲
内
で
緊

急
的
に
進
め
る

べ
き
だ
。

　

今
こ
そ
、
住

民
と
行
政
の
歴

史
的
協
働
を
生

か
し
て
、
住
民

参
加
に
取
り
組

む
こ
と
を
求
め

反
対
で
す
。
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介
護
保
険
特
別
会
計

国
保
特
別
会
計

反
対
討
論

市
原
時
夫
議
員

　

今
や
国
民
健
康
保
険
税

や
医
療
費
負
担
は
、
住
民

の
生
活
を
圧
迫
す
る
大
き

な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
、
約
１
億
円
の
黒

字
を
生
む
な
ど
、
こ
の
間

の
国
保
税
の
大
幅
な
値
上

げ
に
疑
問
を
生
ず
る
事
態

と
な
っ
て
い
る
。

　

未
納
者
へ
の
保
険
証
の

取
り
上
げ
な
ど
も
行
う
べ

き
で
は
な
い
。

　

今
大
事
な
の
は
、
住
民

の
暮
ら
し
を
第
一
に
考
え

て
、
国
保
税
の
引
き
下
げ

を
す
べ
き
だ
。

　

こ
う
し
た
姿
勢
へ
の
転

換
を
求
め
て
反
対
で
す
。

賛
成
討
論

江
澤
利
文
議
員

　

平
成
19
年
度
は
、
会
計

に
影
響
を
及
ぼ
す
制
度
改

正
が
な
く
、
国
保
世
帯
は

増
加
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

被
保
険
者
数
は
ほ
ぼ
同
じ

だ
。

反
対
討
論

市
原
時
夫
議
員

　

老
後
を
、
だ
れ
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
意
向
で

発
足
し
た
介
護
保
険
制
度

は
、
今
や
負
担
や
介
護
従

事
者
の
労
働
条
件
悪
化
な

ど
、
問
題
が
噴
出
し
て
い

る
。

　

町
は
、
負
担
軽
減
、
サ

ー
ビ
ス
利
用
の
充
実
に
向

け
た
、
具
体
的
な
施
策
に

早
く
踏
み
出
す
べ
き
だ
。

　

今
後
、
大
幅
に
対
象
者

が
増
大
す
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
、
充
実
し
た
介
護
福

祉
を
求
め
反
対
で
す
。

賛
成
討
論

幸
治
正
雄
議
員

　

平
成
19
年
度
は
、
第
３

期
介
護
保
険
事
業
計
画
の

中
間
年
で
す
。

　

新
た
に
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
町

民
か
ら
の
相
談
支
援
を
始

め
、
訪
問
指
導
、
特
定
高

齢
者
施
策
事
業
、
一
般
高

齢
者
施
策
事
業
な
ど
数
多

く
の
事
業
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
介
護
保
険
の
充

実
に
努
力
し
て
い
る
決
算

で
あ
り
賛
成
で
す
。

（
議
案
第
１
号
）

　

睦
沢
町
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
改
正

　

重
度
の
脳
性
麻
ひ
に
な

っ
た
子
及
び
家
族
へ
の
補

償
や
紛
争
の
防
止
、
産
科

医
療
の
質
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平

成
21
年
１
月
よ
り
産
科
医

療
保
障
制
度
が
創
設
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
制
度
の
実
施
に
伴
い
、

各
医
療
機
関
が
加
入
す
る

こ
と
に
よ
り
、
分
娩
費
用

に
保
険
料
と
し
て
３
万
円

掛
金
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
し

た
。

　

妊
産
婦
の
負
担
を
抑
え

る
た
め
の
対
応
と
し
て
、

現
行
の
出
産
一
時
金
35
万

円
を
38
万
円
に
改
正
す
る

も
の
で
す
。

質
　
疑

〔
市
原
時
夫
議
員
〕
制
度

に
は
強
制
加
入
か
。
ま
た
、

ど
こ
の
病
院
か
。

〔
国
保
健
康
担
当
主
幹
〕

保
険
に
加
入
す
る
の
は
、

産
科
を
扱
っ
て
い
る
医
療

機
関
で
病
院
だ
け
で
は
な

く
、
助
産
院
等
も
含
ま
れ

ま
す
が
、
強
制
加
入
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

　

茂
原
市
内
で
４
産
科
分

娩
機
関
中
３
医
療
機
関
が

既
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

〔
議
員
〕
産
科
医
院
が
、

保
険
に
加
入
し
て
い
る
か

ど
う
か
の
確
認
は
。

〔
担
当
主
幹
〕
医
療
機
関

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
加
え
て

母
子
手
帳
の
交
付
の
際
に
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
渡
し
ま

す
。

〔
東
條
勝
昭
議
員
〕
38
万

円
は
、
世
帯
主
に
支
払
わ

れ
る
の
か
。

〔
担
当
主
幹
〕
被
保
険
者

は
、
世
帯
主
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
償
還
払
い
と
受

領
委
任
払
い
の
２
つ
の
方

式
が
あ
り
、
退
院
前
に
支

払
う
分
娩
費
用
に
３
万
円

を
上
乗
せ
し
、
支
給
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
議
案
第
２
号
）

　

町
道
路
線
の
認
定
変
更

　

広
域
農
道
に
接
続
の
農

道
３
号
整
備
工
事
に
伴
う

延
長
及
び
拡
幅
に
よ
る
認

定
変
更
で
、
終
点
が
長
南

町
豊
原
字
沢
地
先
に
変
更

に
な
り
ま
し
た
。

ゆうあいマラソン（1月 18 日）
　

保
険
給
付
費

は
、
平
成
15
年

度
か
ら
上
昇
し

て
い
た
が
、
５

年
ぶ
り
に
前
年

度
を
下
回
り
、

医
療
費
の
動
向

な
ど
を
的
確
に

と
ら
え
、
予
算

執
行
し
た
こ
と

が
十
分
酌
み
取

ら
れ
、
適
正
な

決
算
で
あ
る
と

認
め
賛
成
で
す
。
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こ ん な こ と が 決 ま り ま し た

総合運動公園プール棟

（
議
案
第
３
号
）

　

平
成
20
年
度
睦
沢
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）

　

１
千
283
万
３
千
円
を
追

加
し
、
補
正
後
の
予
算
額

は
27
億
１
千
218
万
７
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
地
方
特
例
交

付
金
で
自
動
車
取
得
税
交

付
金
と
地
方
道
路
譲
与
税

の
減
収
補
て
ん
と
し
て
の

地
方
税
等
減
収
補
て
ん
臨

時
交
付
金
、
心
身
障
害
者

扶
養
年
金
負
担
金
、
国
庫

負
担
金
で
川
田
橋
架
け
替

え
工
事
費
増
額
分
、
県
補

助
金
で
遊
休
農
地
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
活
用
支
援
事
業
補

費
等
の
追
加
で
す
。

　

教
育
費
の
中
学
校
費
で

は
、
野
球
場
外
野
の
整
備

及
び
職
員
室
の
パ
ソ
コ
ン

買
い
替
え
で
す
。

　

こ
ど
も
園
費
で
は
、
保

育
士
の
臨
時
雇
い
上
げ
に

か
か
わ
る
経
費
及
び
電
気

料
の
追
加
で
す
。

　

社
会
教
育
費
で
は
、
公

民
館
・
ゆ
う
あ
い
館
・
天

体
観
測
室
の
非
常
灯
設
置

工
事
及
び
バ
ッ
テ
リ
ー
交

換
の
追
加
で
す
。

　

保
健
体
育
費
で
は
、
総

合
運
動
公
園
プ
ー
ル
屋
根

の
修
繕
方
法
を
検
討
す
る

た
め
の
業
務
委
託
料
の
追

加
で
す
。

助
金
の
追
加
で
す
。

　

農
業
者
年
金
業
務

委
託
金
は
減
額
と
な

り
ま
し
た
。

　

歳
出
は
、
総
務
費

で
、
防
災
行
政
無
線

屋
外
拡
声
子
局
移
設

工
事
費
の
追
加
で
す
。

　

民
生
費
で
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
職
員

人
件
費
分
の
減
額
及

び
介
護
給
付
費
の
増

額
で
す
。

　

土
木
費
で
は
、
川

田
橋
架
け
替
え
工
事

に
伴
う
増
額
、
上
市

場
地
先
の
土
地
購
入

質
　
疑

〔
久
保
田
洋
之
議
員
〕
総

合
体
育
館
屋
根
の
改
修
方

針
変
更
の
理
由
は
。

〔
生
涯
学
習
担
当
主
幹
〕

平
成
17
年
の
宮
城
県
沖
地

震
で
プ
ー
ル
屋
根
が
落
下

し
た
こ
と
に
よ
り
、
国
土

交
通
省
の
公
共
建
設
工
事

等
管
理
指
針
が
見
直
さ
れ

ま
し
た
。

　

雨
漏
り
だ
け
で
な
く
、

総
合
的
な
改
修
の
再
検
討

い
た
し
ま
し
た
。

〔
教
育
課
長
〕
ガ
ラ
ス
飛

散
防
止
フ
ィ
ル
ム
の
劣
化

も
あ
り
、
調
査
を
し
て
い

ま
す
。

〔
市
原
時
夫
議
員
〕
子
ど

も
の
安
全
問
題
で
あ
り
、

今
年
の
夏
の
プ
ー
ル
使
用

時
ま
で
に
、
安
全
対
策
を

完
了
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

〔
教
育
長
〕
施
設
の
骨
組

み
は
大
丈
夫
で
す
。
ガ
ラ

ス
飛
散
の
危
険
性
は
、
予

算
の
許
す
限
り
、
早
く
対

応
し
ま
す
。

〔
今
関
澄
男
議
員
〕
こ
ど

も
園
の
光
熱
費
増
額
の
理

由
は
。

〔
こ
ど
も
園
長
〕
園
児
が

増
え
た
こ
と
に
伴
い
使
用

教
室
が
多
く
な
り
、
エ
ア

コ
ン
や
調
理
室
の
稼
働
時

間
が
増
加
し
た

こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。

〔
幸
治
正
雄
議

員
〕
防
災
行
政

無
線
の
屋
外
子

局
移
設
の
要
因

と
移
設
後
の
問

題
は
な
い
か
。

〔
総
務
課
長
〕

住
宅
改
修
に
よ

り
、
住
民
か
ら

移
設
の
要
望
が

あ
り
ま
し
た
。

　

移
設
先
周
辺

に
は
住
宅
が
な

く
、
問
題
は
あ

り
ま
せ
ん
。

川田橋架け替え工事（上之郷地先）

（
議
案
第
４
号
）

　

平
成
20
年
度
睦
沢
町
農

業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

４
万
７
千
円
を
追
加
し

補
正
後
の
予
算
額
は
、
８

千
109
万
６
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

歳
入
は
、
一
般
会
計
繰

入
金
の
追
加
で
、
歳
出
は
、

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

の
修
繕
料
と
汚
泥
処
理
手

数
料
の
追
加
で
す
。

（
議
案
第
５
号
）

　

平
成
20
年
度
睦
沢
町
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

62
万
３
千
円
を
追
加
し

補
正
後
の
予
算
額
は
、
７

千
717
万
８
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

歳
入
は
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ
と
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か

ら
の
助
成
金
の
追
加
で
す
。

　

歳
出
は
、
徴
収
等
の
事

務
経
費
と
人
間
ド
ッ
グ
補

助
金
の
追
加
で
す
。

質
　
疑

〔
市
原
時
夫
議
員
〕
人
間

ド
ッ
グ
補
助
金
の
基
準
は
。

〔
健
康
福
祉
課
長
〕
国
民

健
康
保
険
と
同
様
で
、
予

算
は
、
一
人
１
件
５
万
円

と
し
て
10
件
分
を
見
込
み

ま
し
た
。
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一　　　　般　　　　質　　　　問

暮らし破壊の政治から
住民守る緊急策を

市		原		時		夫　議	員

町
政
の
課
題
を
問
う

町
政
の
課
題
を
問
う

児
童
に
は
無
条
件
で
交
付

前
向
き
に
検
討

中
学
ま
で
の

医
療
費
無
料
化
を

長
生
病
院
の
充
実
で

完
全
24
時
間
救
急
を

交
通
機
能
の
確
立
を

体
制
と
機
能
が

　
　
　
　

充
実
し
ま
す

バ
ス
の
運
行
は

　
　
　
　

継
続
し
ま
す

　

派
遣
社
員
の
首
切
り
や

負
担
増
の
政
治
は
、
町
民

の
暮
ら
し
を
直
撃
し
て
い

る
。
町
と
し
て
で
き
る
限

り
の
対
策
を
と
る
べ
き
だ
。

　

国
保
税
の
引
き
下
げ
や

減
免
制
度
の
充
実
、
保
険

証
の
取
り
上
げ
を
や
め
る

べ
き
で
は
。

　

国
保
財
政
は
、
決
算
で

も
１
億
円
の
黒
字
で
基
金

も
あ
る
。
国
保
税
の
徴
収

率
も
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

な
ど
、
財
政
状
況
と
住
民

の
協
力
姿
勢
に
応
え
る
べ

き
だ
。

〔
町
長
〕
18
歳
ま
で
の
児

童
・
生
徒
に
は
、
無
条
件

で
短
期
保
険
証
を
交
付
し

ま
す
。

〔
議
員
〕
来
年
度
は
介
護

保
険
制
度
の
改
正
の
年
だ
。

　

町
独
自
の
負
担
軽
減
、

在
宅
介
護
を
さ
れ
て
い
る

方
へ
の
技
術
等
の
支
援
。

町
と
し
て
施
設
設
置
や
福

祉
施
設
職
員
の
賃
金
は
、

最
低
３
万
円
引
き
上
げ
が

必
要
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

待
遇
改
善
が
必
要
で
は

な
い
か
。

〔
町
長
〕
新
た
な
負
担
軽

減
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

来
年
度
、
家
族
介
護
教

室
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ま
た
町
内
老
人
施
設
で
の

空
き
室
利
用
も
可
能
で
す
。

　

施
設
な
ど
介
護
従
事
者

へ
の
報
酬
改
定
が
行
わ
れ

る
予
定
で
す
が
、
待
遇
改

善
な
ど
機
会
を
と
ら
え
国

に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

〔
健
康
福
祉
課
長
〕
来
年

度
は
、
介
護
保
険
料
を
月

200
円
程
度
の
値
上
げ
と
試

算
し
て
い
ま
す
。

〔
議
員
〕
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
は
廃
止
し
か
な
い
。

町
長
の
見
解
は
。

〔
町
長
〕
制
度
へ
の
ご
理

解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

〔
議
員
〕
町
の
子
育
て
支

援
の
伝
統
を
生
か
し
、
町

を
ア
ピ
ー
ル
し
、
人
口
増

に
つ
な
げ
る
べ
き
だ
。

　

医
療
費
無
料
化
を
中
学

卒
業
ま
で
実
施
し
、
学
童

保
育
指
導
員
の
待
遇
改
善

で
、
町
の
魅
力
ア
ッ
プ
を

す
べ
き
で
は
。

〔
町
長
〕
無
料
化
の
拡
大

は
前
向
き
に
検
討
し
ま
す
。

　

学
童
保
育
指
導
員
の
待

遇
は
近
隣
と
同
程
度
で
す
。

〔
議
員
〕
長
生
病
院
は
、

地
域
の
中
核
病
院
と
し
て

復
活
し
つ
つ
あ
る
。

　

24
時
間
救
急
医
療
を
、

早
急
に
確
立
す
べ
き
で
は
。

〔
町
長
〕
医
師
数
な
ど
体

制
の
強
化
と
機
能
の
充
実

を
進
め
て
い
ま
す
。

〔
議
員
〕
上
市
場
・
茂
原

間
の
バ
ス
路
線
を
守
る
べ

き
だ
。
ま
た
、
負
担
の
少

な
い
玄
関
前
送
迎
な
ど
、

交
通
弱
者
へ
の
対
応
は
。

放課後児童クラブで遊ぶ子どもたち

〔
町
長
〕
バ
ス
の
運
行
は
、

３
市
町
村
の
支
援
で
、
土

日
祭
日
を
除
き
小
湊
鉄
道

に
引
き
継
が
れ
ま
す
。
福

祉
タ
ク
シ
ー
は
拡
充
し
ま

す
。

〔
議
員
〕
農
業
後
継
者
支

援
や
憲
法
・
地
方
自
治
法

を
生
か
し
た
、
住
民
参
加

型
の
行
政
運
営
は
。

〔
町
長
〕
協
働
の
立
場
で
、

住
民
参
加
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
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将
来
を
見
据
え
た農業

振
興
を

今	

関	

澄	

男
議
員

一　　　　般　　　　質　　　　問

魅
力
あ
る

ブ
ラ
ン
ド
名
を
付
け
て

小
中
学
校
の

教
職
員
体
制
の
充
実
を

抜
本
的
人
口
増
加

対
策
の
樹
立
を

今
年
度
中
に
策
定
し
ま
す

調
整
し
検
討
し
ま
す

長
期
的
な
視
野
で

　
　
　
　

検
討
し
ま
す

　

農
業
生
産
の
担
い
手
は
、

例
に
も
れ
ず
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
人

達
は
、
い
ず
れ
引
退
し
て

い
く
と
思
わ
れ
、
担
い
手

問
題
は
緊
急
課
題
で
あ
る
。

　

こ
の
対
策
と
し
て
、
第

２
次
総
合
計
画
に
基
づ
く

実
施
計
画
を
早
期
に
着
手

し
、
同
時
に
５
年
、
10
年

後
の
将
来
予
測
と
対
応
策

を
検
討
す
べ
き
で
は
。

〔
町
長
〕
担
い
手
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
る
対
策
と

し
て
、
農
地
を
地
域
で
保

全
す
る
集
落
営
農
を
組
織

化
し
、
農
業
生
産
を
行
う

体
制
づ
く
り
を
急
が
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

総
合
計
画
の
第
一
期
実

施
計
画
を
、
今
年
度
中
に

策
定
し
ま
す
。

〔
議
員
〕
県
は
、
本
県
固

有
の
農
地
保
全
対
策
、
遊

休
農
地
対
策
、
農
村
集
落

営
農
組
織
活
動
の
活
性
化

対
策
を
検
討
し
て
い
る
。

　

県
の
方
針
に
先
が
け
、

町
自
ら
率
先
し
て
啓け

い

蒙も
う

推

進
す
べ
き
で
は
。

〔
町
長
〕
集
落
営
農
の
中

核
を
担
う
地
域
リ
ー
ダ
ー

の
掘
り
起
し
と
、
各
地
域

の
農
業
の
現
状
を
把
握
し

た
中
で
、
実
情
に
即
し
た

提
案
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

〔
議
員
〕
も
み
殻
た
い
肥

に
よ
る
エ
コ
米
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
付
加
価
値
を
高
め
、

少
し
で
も
高
い
価
格
で
販

売
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
が
、
販
売
実
績
は
。

〔
町
長
〕
現
在
、
15
名
の

生
産
者
が
、
睦
沢
町
の
ブ

ラ
ン
ド
米
と
し
て
千
葉
エ

コ
認
証
を
取
得
し
、
道
の

駅
「
つ
ど
い
の
郷
む
つ
ざ

わ
」
で
、
ブ
ラ
ン
ド
色
を

意
識
し
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
千
葉
市
の
卸
売

業
者
に
47
・
６
ト
ン
販
売

し
ま
し
た
。

〔
議
員
〕
新
た
な
魅
力
あ

る
ブ
ラ
ン
ド
米
と
し
て
、

公
募
に
よ
る
ネ
ー
ミ
ン
グ

等
が
必
要
で
は
。

〔
地
域
振
興
課
長
〕
つ
ど

い
の
郷
で
エ
コ
米
を
「
む

つ
ざ
わ
米
」
と
い
う
名
称

で
販
売
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
調
整
し
、
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

〔
議
員
〕
新
学
習
指
導
要

領
へ
の
移
行
に
伴
い
、
算

数
、
数
学
、
理
科
を

中
心
に
授
業
時
間
が

増
加
す
る
が
、
小
中

学
校
と
も
に
教
職
員

体
制
に
万
全
を
期
す

べ
き
で
は
。

〔
教
育
長
〕
小
学
校

は
、
担
任
制
で
す
の

で
対
応
で
き
ま
す
。

中
学
校
の
数
学
、
理

科
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
協
議
中
で
す
。

〔
議
員
〕
生
き
る
力

を
育
む
と
い
う
理
念

は
変
わ
る
の
か
。

〔
教
育
長
〕
新
学
習

指
導
要
領
に
も
継
続

し
て
生
か
さ
れ
て
い

ま
す
。
地
域
、
家
庭
の
方

々
の
協
力
を
得
て
、
心
豊

か
な
た
く
ま
し
い
子
ど
も

た
ち
の
育
成
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

〔
議
員
〕
本
町
に
お
け
る

少
子
化
・
児
童
数
減
少
に

対
し
、
空
家
貸
出
し
制
度
、

里
親
制
度
の
活
用
等
、
独

自
な
対
策
を
樹
立
し
、
人

口
増
加
対
策
に
町
を
挙
げ

て
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

〔
町
長
〕
私
は
、
認
定
こ

ど
も
園
の
開
園
や
経
済
的

負
担
の
軽
減
策
な
ど
積
極

的
な
施
策
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
引
き
続
き
長

期
的
視
野
の
中
で
、
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

むつざわ米（つどいの郷むつざわ）

外国語指導助手（中央の男性）による授業（瑞沢小学校）

中
学
校
で
は

　
　

協
議
中
で
す
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条
件
的
に
難
し
い

前
向
き
に
検
討
し
ま
す

一　　　　般　　　　質　　　　問　

日
本
は
、
世
界
で
４
番

目
に
CO²
を
排
出
し
て
い
る

国
で
あ
り
、
地
球
温
暖
化

に
係
る
温
室
効
果
ガ
ス
を

出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

CO²
の
削
減
と
併
せ
て
、

町
公
共
施
設
の
電
気
料
削

減
の
た
め
、
国
の
補
助
金

制
度
を
活
用
し
て
、
風
力

発
電
施
設
の
建
設
を
検
討

し
て
は
。

400
機
以
上
が

稼
動
し
て
お

り
、
県
内
で

も
銚
子
市
や

旭
市
な
ど
に

施
設
が
あ
り

ま
す
。

　

海
岸
付
近

な
ど
は
、
条

件
的
に
良
い

よ
う
で
す
が
、

本
町
に
お
い

て
は
難
し
い

面
が
あ
る
よ

う
で
す
。
電

波
障
害
、
騒

新エネルギー利用で
CO² の削減を

東		條		勝		昭　議	員

〔
町
長
〕
風
力
発
電
は
、

太
陽
光
発
電
と
並
び
、
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
国
内
で
は
、
約

太
陽
光
発
電
は

災
害
に
強
い
町
づ
く
り
を

〔
議
員
〕
一
般
家
庭
に
太

陽
光
発
電
を
設
置
し
た
場

合
の
補
助
の
考
え
は
。

音
、
振
動
、
雷
な
ど
に
問

題
が
あ
り
ま
す
が
、
今
後

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

〔
町
長
〕
こ
れ
か
ら
関
係

機
関
の
ご
指
導
、
ご
意
見

等
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

前
向
き
に
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

〔
議
員
〕「
備
え
あ
れ
ば
憂

い
な
し
」
と
い
わ
れ
ま
す

が
、
自
然
災
害
に
い
つ
襲

わ
れ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

政
府
は
、
建
築
基
準
法

を
改
正
し
、
建
物
の
建
築

に
際
し
て
は
、
こ
の
基
準

を
満
た
す
よ
う
に
指
導
を

し
て
い
る
。

　

本
町
で
は
、
公
共
施
設

の
耐
震
補
強
工
事
が
ほ
ぼ

完
了
し
た
の
で
、
今
後
は

一
般
住
宅
の
耐
震
調
査
等

に
シ
フ
ト
を
変
え
、
耐
震

調
査
と
耐
震
補
強
工
事
を

行
っ
た
場
合
、
補
助
制
度

の
活
用
の
考
え
は
。

議
会
と
農
業
委
員
会
が

普
通
救
命
講
習
会
を
開
催

　

１
月
20
日
、
消
防
本
部

の
警
防
課
職
員
・
佐
貫
分

遣
所
職
員
を
講
師
に
迎
え
、

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
に
て
、
議
会
と
農
業
委

員
会
の
共
催
に
よ
り
、
普

通
救
命
講
習
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
講
習
会
は
、
心

肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
の

使
用
方
法
で
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ

は
、
町
内
の
各
学
校
等
公

共
施
設
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
突
然
の
心
臓
発
作

な
ど
の
場
合
、
電
気
シ
ョ

ッ
ク
を
与
え
て
心
臓
の
動

き
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
万
一
に
備
え
、

参
加
者
全
員
が
実
技
等
、

真
剣
に
受
講
い
た
し
ま
し

た
。

〔
町
長
〕
現
在
、
町
内
の

住
民
か
ら
耐
震
診
断
、
耐

震
改
修
に
つ
い
て
の
相
談

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

国･

県
の
補
助
事
業
の

活
用
を
視
野
に
、
町
耐
震

改
修
促
進
計
画
の
作
成
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

国
・
県
の
補
助

　
　

事
業
を
活
用
し
て

nnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn

nnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n

風力発電を設置した福祉施設

普通救命講習会（農村環境改善センター）

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
「
議
会
だ
よ
り
」
を
ク
リ
ッ

ク
し
ま
す
と
、
過
去
２
カ
年
の
議

会
だ
よ
り
が
、
パ
ソ
コ
ン
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。
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妙
楽
寺
の
欄
間
彫
刻
「
七
福
神
図
」

睦
沢
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館

学
芸
員
　
久 

野  

一 

郎

議会を傍聴しませんか議会を傍聴しませんか

第1回（3月）定例会は
　３月３日（火）から
　開催の予定です。
詳しくは、
議会事務局  44-2510へ
お問い合せください。

　

妙
楽
寺
本
堂
、
内
陣
外げ

陣じ
ん

を
隔
て
る
欄
間
彫
刻
は

七し
ち

福ふ
く

神じ
ん

で
す
。
七
福
神
は
、

恵え

比び

寿す

、
大だ

い

黒こ
く

を
初
め
と

し
て
、
毘び

沙し
ゃ

門も
ん

天て
ん

、
弁べ

ん

才ざ
い

天て
ん

、
福ふ

く

禄ろ
く

寿じ
ゅ

、
寿じ

ゅ

老ろ
う

人じ
ん

、

布ほ

袋て
い

の
７
神
を
い
い
、
福

徳
を
も
た
ら
す
神
様
で
す
。

　

妙
楽
寺
の
欄
間
彫
刻
の

右
端
は
弁
財
天
。
弁
天
様

は
、
七
福
神
の
中
で
紅
一

点
の
神
様
で
、
芸
道
の
神

と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
ま

す
。
普
通
は
、
琵び

琶わ

を
持

っ
て
い
る
も
の
で
す
が
、

こ
こ
で
は
琴
を
弾
い
て
い

ま
す
。

　

右
か
ら
２
番
目
の
方
は

恵
比
寿
様
で
、
普
通
は
釣

竿ざ
お

と
大
き
な
鯛
を
持
ち
、

漁
業
や
商
業
の
神
様
と
し

て
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

妙
楽
寺
の
欄
間
彫
刻
で
は

横
笛
を
吹
い
て
い
ま
す
が
、

恵
比
寿
様
に
特
徴
的
な
風か

ざ

折お
り

烏え

帽ぼ

子し

を
か
ぶ
っ
て
い

る
の
で
判
り
ま
す
。

　

次
の
大
黒
様
は
、
台
所

や
農
業
の
神
様
で
、
普
通

は
俵
に
乗
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
こ
で
は
打
ち
出
の
小こ

槌づ
ち

を
振
り
上
げ
て
、
宝
箱
の

上
で
品
物
を
示
し
て
、
毘

沙
門
天
と
何
や
ら
言
い
合

っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま

す
。

　

そ
の
毘
沙
門
天
は
、
鎧よ

ろ
い

兜か
ぶ
と

を
身
に
つ
け
て
、
左
手

で
小
手
を
か
ざ
し
遠
方
を

見
て
い
ま
す
。
も
と
も
と

仏
法
を
守
る
軍
神
で
し
た

が
、
知
恵
に
優
れ
て
財
宝

を
守
る
神
様
で
も
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
下
に
い
る
方
は
寿

老
人
で
、
左
手
で
巻
物
の

よ
う
な
物
を
持
ち
、
近
く

に
動
物
が
見
え
ま
す
。
中

国
の
道
教
の
神
で
、
長
寿

の
神
様
で
す
。

　

左
端
の
恰か

っ

幅ぷ
く

の
い
い
坊

主
頭
の
方
は
、
布
袋
様
で

大
き
な
袋
を
脇
に
置
い
て
、

お
な
か
を
出
し
て
座
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
円
満
な
姿

は
、
は
る
か
未
来
に
人
々

を
救
済
に
現
れ
る
と
い
う

弥み

勒ろ
く

菩ぼ

薩さ
つ

の
生
ま
れ
変
わ

り
と
し
て
尊
ば
れ
、
禅
宗

と
と
も
に
中
国
か
ら
も
た

ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

左
か
ら
２
番
目
の
頭
の

長
い
方
は
福
禄
寿
で
、
長

寿
と
幸
福
を
授
け
る
と
い

う
神
様
で
す
。
こ
の
福
禄

寿
が
、
中
国
服
を
着
て
書

見
台
で
本
を
読
ん
で
い
る

人
物
を
の
ぞ
き
込
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
七
福
神
た
ち

の
中
央
に
い
る
人
物
は
、

孔
子
様
か
誰
か
中
国
古
代

の
聖
人
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
周
り
に
も

本
を
広
げ
て
見
て
い
る
子

供
や
遊
ん
で
い
る
子
供
が
、

楽
し
げ
に
描
か
れ
て
い
ま

す
。

　

福
の
神
や
聖
人
な
ど
を

描
く
こ
と
は
、
仏
様
の
徳

を
た
た
え
て
い
る
装
飾
で

す
。

　

な
お
、
妙
楽
寺
本
堂
は
、

睦
沢
町
指
定
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

寒
さ
も
一
段
落
す
る
こ

の
頃
で
す
が
、
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
も
成
人
式
が
行
わ

れ
、
若
者
が
大
人
の
仲
間

入
り
を
し
ま
し
た
。
不
況

が
迫
り
、
国
会
は
混
と
ん

と
し
て
い
る
中
、
元
気
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
満
ち
あ
ふ

れ
、
私
も
パ
ワ
ー
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

30
数
年
前
、
親
や
親
戚

に
「
20
歳
を
過
ぎ
た
ら
あ

っ
と
い
う
間
だ
」
と
言
わ

れ
、
そ
の
時
は
ピ
ン
と
来

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
本
当

で
し
た
。

　

若
者
に
は
夢
を
持
ち
、

日
々
自
分
を
磨
き
、
未
来

を
切
り
開
い
て
行
っ
て
ほ

し
い
と
願
い
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
も
手
が
け

て
３
年
、
未
だ
に
文
章
作

成
の
難
し
さ
を
痛
感
し
て

お
り
、
さ
ら
に
精
進
し
ま

す
。

　

今
年
は
丑う

し

年
な
の
で
、

ど
っ
し
り
と
構
え
、
物
事

に
左
右
さ
れ
ず
に
進
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

Ｔ
・
Ｅ

妙楽寺の欄間彫刻七福神図（全体）


